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見ごたえあった西ネット（白梅祭）の展示 
                                 専修大学 4年 丸山由加莉 

 

「お互いの顔が見える地域づくり」をひとつのモット

ーに、小平西地区内で精力的に活動されている西地区ネ

ットワークには、以前から興味を持っておりました。白

梅祭でコミュニティ・カフェが行われることを知り、今

回はじめて参加することができました。 

はじめは緊張もありましたが、西地区ネットワークの

方々が笑顔で親切に、気兼ねない雰囲気を作っておられ

たため、たじろぐことなく輪の中に参加することができ

ました。 

 室内には、これまでの西地区ネットワークの活動や、

四つのブロックごとの取り組みなどを写真や地図などを

使ってわかりやすく展示してありました。 そこからは、

定期的に様々なところで活発に活動されていることがう

かがえ、とても興味深く見ごたえがありました。 

 輪の中では、実際に活動する中で気づかれた課題や、

今後どのように活動を進めていくべきかなど、想像以上

に濃い内容のお話を伺うことができました。  

地域のつながりが希薄化していると叫ばれる今日で

すが、ここでは皆様真剣に、様々な制約がある中でも地

域をより良くしていくために「できることからやってい

こう」という意識で、力強い話し合いが行われておりま

した。そこでは本当にこのまちが好きなのだ、という楽

しい雰囲気がにじみ出ていました。 

今回、実際にはじめて西地区ネットワークの輪に参加さ

せて頂くだけでも、その印象や考え方などが変わり貴重

な経験をすることができました。また、積極的・継続的

に動する中でしか知ることのできない課題も多くあるの 

 

    （写真は当日のカフェ内部） 

だと感じ、行動に移していくことの大切さも痛感しまし

た。 

活動を始められて約 2 年、「まだまだこれから。今後

どのように芽が生えて、地域に浸透していくかが問題」

というお言葉を伺い、改めて今の自分が地域の中ででき

ることについて考える貴重な機会になりました。ありが

とうございました。 

 

「西地区地域ネットワーク」って何？ 

 昨年３月17日にさまざまなNPO、ボランティア団体、民生・

児童委員会、町内会、大学・学校などに関係する方々が「お互

いの顔が見える地域つくり」を目指して立ち上げました。個人

ベース（団体の担当者でも可）の加入を基本とする開かれたネ

ットワークです。 

 市民の皆さん、一緒に活動に参加なさいませんか？ 
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学内にＦＭ放送局できないかな・・・ 

                     家族・地域支援学科 2年 岡田 弘樹 

10 月 19 日(土)の西地区ネットワーク主

催のコミュニティ・カフェに、午前のみで

したが、参加させて頂きました。短い時間

の中ではありましたが、沖縄戦のお話をし

て下さった方や、親子で来て下さった方な

ど、色々な方と交流することが出来ました。 

 その中でも、NPO 法人の方で、「小平 FM

放送局」の開設に取り組んでいる方と交流

させて頂けたことが、特に印象に残ってい

ます。既に、山梨と広島の一部の大学では、

この FM 放送局の取り組みが行われている

ことを伺いました。 

この取り組みによって、防災や地域の活

性化だけではなく、「地域からの孤立を防ぐ」

ことが出来るのも良いと思います。また、

大学内に放送局が出来れば、そこで、学生

と地域の方との交流のきっかけになるので

はないかと思いました。FM 放送局は「世

代間交流」の場としても、適していると感

じました。 

 このコミュニティカフェに参加させて頂 

   （カフェでの懇談） 

いたことで、「西地区ネットワーク」の取り

組みについて知ることが出来ました。西地

区ネットワークの取り組みについて知らな

い人に、コミュニティカフェを通して活動

を知ってもらうことは良いと思います。 

今回のコミュニティカフェを通して、改

めて「コミュニティカフェとは何か？」と

考える良い機会となりました。この経験を、

講義の一環でも行っている、残り三回のコ

ミュニティカフェに活かせられるように頑

張りたいと思います。 

 

カレーパーティーat さつき 
小平・環境の会／法政大学大学院政策創造研究科  

森田 賢明 

8 月 8 日に「ほっとスペースさつき」に

てカレーパーティーを行いました。まず、

カレーパーティーに協力していただいた

「さつき」のスタッフのみなさま、当日、

足を運んでいただいた利用者のみなさまに

お礼を申し上げます。ありがとうございま

した。 

読者の皆さんは、なぜ、「さつき」でカレ

ーパーティーが開催されたのだろう、と不

思議に思うのではないでしょうか。少しで

すが、至った経緯を説明します。私は、小

平・環境の会に所属しています。小平・環

境の会では、生ごみを少なくするための実

証実験として、生ごみを堆肥にして、野菜
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栽培をしています。 

今年の夏は、晴天が続き、雨に恵まれま

せんでした。そのなかで、畑で野菜たちが

頑張って成長したおかげで、収穫に恵まれ

ました。収穫に恵まれたので、おすそわけ

をしよう、ということになりました。夏な

ので、野菜が食べやすいカレーがいいので

は、ということになりました。 

一つ問題がありました。おすそわけを行

う場所です。会の活動の場である畑の近く

に「ほっとスペースさつき」がある、と思

い立ち、「さつき」のスタッフの方に連絡を

いたしまして、夏野菜カレーパーティーの

開催とあいなりました。 

パーティー当日、足を運んでいただける

のか、と不安でいました。ですが、多くの

方がいらっしゃったため、ほっとしました。

私は台所で、カレーをよそうのに忙しくし

ていました。台所に声が聞こえてきて、さ

つきが会話で満たされていくのを感じてい

ました。 

作業がひと段落して、カレーを食べなが

ら、多くの方と一緒に昼食を食べる機会は

久しぶりだと思いました。様々な世代の方

とカレー談義に花を咲かせているうちに、

時間は楽しく過ぎていきました。 

今回、開催したようなカレーパーティー

を通して、「さつき」がテーマとしている世

代間交流の一助に、私の所属している会の

野菜がお役立ちできたのであれば、幸いで

す。改めて、足を運んでいただいた利用者

のみなさま、「さつき」のスタッフのみなさ

ま、ありがとうございました。 

      

20～80 代まで世代間交流実現！ 
ほっとスペースさつき第一回学習会    世話人：細江 卓朗 

 

東日本大震災後に白梅学園大学の呼びか

けで、小平西地区地域ネットワークが設立

され、我々が所属する第４ブロックでは、

地域の方の居場所「コミュニティサロン・

ほっとスペースさつき」を、今年２月鷹の

台駅から徒歩５分のアパートの一室にオー

プンしました。 

大学の教職員、学生、地域の高齢者クラ

ブの会員、民生児童委員などのボランティ

アが運営に関わり、毎週火曜・木曜の開所

日には、１０名以上の方がみえるようにな

りました。 

この地域に引っ越してきたけれども、子

育ても終わり地域との関わりが全くなくノ

イローゼ気味になっていた方、独居老人で

人と話す機会がほとんどなかった方、心に

重荷を感じている方、身体に障がいのある

方、子育てママ、児童など実に様々な方が

さつきを訪ねてみえます。 

様々な方がみえて嬉しい反面、対応に不

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=12ja4qkch/EXP=1384925436;_ylt=A3JvdVV894pST00AoU0dOfx7/*-http:/www.misaki.rdy.jp/illust/child/hoiku/yatai/sozai/603.jpg


4 

 

安を感じるボランティアの方もおられまし

た。幸い公益財団法人草の根事業育成財団

の助成を頂きましたので、基礎的なことか

ら勉強する学習会を計画しました。 

第一回目は、９月１３日「世代間交流と

地域の居場所」と題して白梅学園大学草野

篤子教授が、子どもが育ち高齢者が幸せな

日々を過ごすには、それぞれの世代が持っ

ている能力や技術を出し合い世代間交流を

する事が重要と教えてくださいました。 

白梅学園大学牧野晶哲講師は、現在の子

供が置かれている環境やいじめなどの対応

として、杉並区が取り組んでいる「.地域と

作る子どもの居場所づくり」の具体例につ

いてお話して下さり、地域が関わることの

重要性を再認識しました。 

その後、講師を囲んでの意見交換会。最

後は立食の交流会と盛り沢山の学習会でし

た。 

市民の方にも広く参加を呼びかけ、２０

歳の学生から８０歳代のさつき利用者まで、

５５名が一堂に会して学び、語らい、まさ

に世代間交流が実現した学習会でした。 

（写真は学習会場） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つながりや絆の大切さを知って 
                          小川町１丁目 安藤 縫子 

歴史のある古い街小平。50 年前も豊かで

住みやすく平和な街並みがありました。「光

陰矢の如し」と申しますが、歳月の流れの

速さを実感しております。昨年は市制 50 年

という結節を迎えあらたな感慨に浸りまし

た。 

私は、半世紀に亘りこの地域に見守られ

喜びや悲しみと向き合い、苦楽を共に歩ん

できた小平の街が大好きです。そしてこの

街を第 2 の故郷と信じこれまでもこれから

もずっと住み続けていきたいと思っており

ます。   

高齢者クラブを通じ「西地区ネットワー

ク」「コミュニティ・カフェさつき」会長様 
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  （玉川上水沿いの歩道） 

よりお聞きし、お誘いを受けましたが、最

初は何のことか分かりませんでした。百聞

は一見にしかず、まず行って、見て、聞い

て感じてくださいとのことでしたので、お

言葉を信じ参加させていただきました。 

白梅大学の学生さんに小平の歴史につい

て尋ねられました。50 年前の出来事は少し

は分かっているつもりでした。それ以前に

小平独自の文化や伝統もあります。学生さ

んの得意の分野ですので、別の方法で調べ

ていただきたいと思います。 

子どもの頃の遊びについても質問されま

した。おはじき、塗り絵等々に遊ぶことに

関しては誰にも引けを取らない自負（？）

がありました、さつき荘のお客様でお手玉

を作った方からお借りして久しぶりに童心

に帰り思いっきり遊ばせていただきました。 

今回、人と人とのつながりや絆で結ばれ

ることの大切さを感じました。また地道に

 

  （小平名物：糧（かて）うどん） 

地域の中の問題を真剣に取り組み解決して

いこうとされている姿に頭が下がる思いで

いっぱいです。 

縁あって皆様と親交を深めることができ、

その中から信頼の輪が広がり少しでも自分

自身を高めて行けることにささやかな希望

が湧いてまいりました。今後のご活躍と発

展を心から期待しております。 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------  

鷹の台団地防災訓練レポート 
                    鷹の台団地小平自治会   岩井 洋 

さる 10 月 27 日（日）の午後、鷹の台団

地にある三角公園で「平成 25 年度防災訓練」

が行われました。年１回この時期に、この

団地にある「鷹の台団地小平自治会」、「鷹

の台団地国分寺自治会」の二つの自治会が、

毎年交代で主催している防災イベントです。

10 年以上昔から続いているそうですが、い

つから始まったかは定かでありません。 

鷹の台団地とは、昭和 38 年に東京都宅地

開発公社が開発した、戸建てばかり約 200

世帯の住宅地です。「鷹の台」駅を出て左に

曲がり、玉川上水を渡ってしばらく南下、

小平市上水新町３丁目から国分寺市北町１

丁目にかけての、各々100 世帯ずつからな

る住宅地です。 

今年は発足してちょうど 50 年になりま

http://kodaira-furusatomura.jp/wp-content/uploads/kateudon.jpg
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す。これを記念した事業として、現在「鷹

の台団地５０年史（仮称）」を編纂中です。

この事業は小平市の「平成 25 年度 市民活

動支援公募事業」にも採択されました。小

平市民活動支援センターの広報紙「あすぴ

あ通信３４号」に、この事業の記事が紹介

されています。ご興味ある方はご一覧くだ

さい。 

さて今年の主催担当は国分寺側。両自治

会役員の仕切りのもと、国分寺消防署戸倉

出張所と小金井警察署との協力で、50 名余

りの参加者を得て訓練は無事終了しました。   

訓練内容は、消防署員の指導による初期

消火、心肺蘇生法、ＡＥＤ操作などの実演

展示、また刑事さんの防犯講話など。参加

賞として、国分寺市役所から「防災食ビス

ケット」、小金井警察から「ＬＥＤ懐中電灯」、

そして自治会から「５年保存水 500ｍｌペ 

      （防災訓練の全体の様子）       

  （写真は救命訓練） 

ットボトル」などが、参加者全員に配られ

ました。残念ながら、小平一小の「ファミ

リー運動会」と日程がぶつかったためか、

今年は子どもたちの参加が少なかったので

すが…。 

訓練終了後は、そのまま有志によるポッ

トラックパーティー。おいしい豚汁がふる

まわれ、それまでの真剣な風景とはうって

変わって、楽しい交流の場となりました。
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みんなで楽しもう 世界の人たちと 
― 2013こだいら国際交流フェスティバル ー 

小平市国際交流協会 事務局長 菊池哲矢 

 

9月29日(日) フェスティバルを小平市福祉

会館で開催しました。今年も昨年に引き続き、

「みんなで楽しもう 世界の人たちと」をスロ

ーガンにして、さまざまなイベントを行いまし

た。 

企画準備から当日まで携わっていただいたボ

ランティアさんは126名。白梅学園大学からも

先生と学生の4名の方がお手伝いをしていただ

きました。  

協会の日常の活動は、日本語会話教室や国際

こどもクラブなど 10 のグループに分かれて、

ボランティアが中心に展開されています。この

フェスティバルでは、これらのグループが日頃

の活動内容を紹介するとともに、実行委員会で     

企画したホールイベントを実施しました。 

（華やかに“国際交流”） 

当日のプログラムは、福祉会館全館を使って

以下のように盛り沢山！ 

＊日本語で話そう（日本語スピーチ）、 

＊茶道・生け花紹介、 

＊子どもクラブ(フェイスペインティング、カ

ードゲーム)、  

＊折り紙体験、 

＊外国語武者修行（英語、中国語）、 

 

＊台湾茶紹介、 

＊リサイクルバザーなど 

白梅学園大学の学生さんには、外国語武者修

行(外国語体験教室)の受付や会場コンシェルジ

ェでお手伝いいただきました。 

また5階ホールでは、米国空軍太平洋音楽隊 

Pacific Clave によるワールド・ミュージック、

ペルー人によるフォルクローレの演奏や鈴木ば

やしの披露、民族衣装ファッションショーなど

多彩な催しを行いました。 

（民族衣装ファッションショー） 

今年の特徴は、鈴木ばやしと Pacific Clave、

また大学生とプロのフォルクローレのコラボレ

ーションでした。 

ホールのロビーでは留学生支援のためのリサ

イクルバザーも開き、売上げを小平国際学生宿

舎寮生・地域交流実行委員会に寄付。また、福

祉会館前の通路では、イランやインドネシアな

ど6カ国の屋台と大学生によるフェアトレード

販売などが出店を連ねました。   

当日は市民ひろばで開催された「どけん祭り」

と同時開催となったこともあり、たくさんの人

出となり国際色豊かな交流があちこちでみられ

ました。
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コミュニティ・ビジネスで街を元気に 

NPO 法人 Mystyle@こだいら代表理事 竹内千寿恵 

私たちは、小平市を拠点に、地域密着の

社会貢献事業であるコミュニティ・ビジネ

スの活性化を目指し、2006 年 11 月に設立

された NPO 法人です。 

Mystyle@こだいらという名前には、私た

ちの思いが込められています。「マイスタイ

ル＝自分らしく」の後に続く言葉は「暮ら

す」、そして「働く」です。舞台になるのは、

ほかでもない、愛する家族が暮らすまち「小

平」です。 

わたしたちの母体は、小学校の PTA 役員

仲間でした。今から 12 年前、1 年間の本部

役員を経験した私たちは、任期が終わった

あとも「このメンバーで一緒になにかがで

きればいいね。」と夢を持ちました。誰もが

望めば、家族の暮らすまちで、家庭を大切

にしながら、やりがいがもてる仕事。年齢

や性別にとらわれず、チャレンジできる仕

事。それが私たちの望みでしたが、なかな

か該当する仕事はありませんでした。 

「なければつくればいいじゃない」。その

発想で生まれたのが当 NPO 法人です。 

 コミュニティビジネスの活性化には地域

ネットワークが必要ということはよくいわ

れます。市民、行政、NPO、企業、金融機

関、経済団体、大学など、地域の多彩なセ

クターがつながることで、互いの得意なと

ころで連携しあいながら、まちの元気づく

りに取り組むという考え方です。ただし「さ

ぁ！ネットワークしましょうと」いう掛け

声をかけたとしても、ことはそう簡単に進

むものではありません。 

 当会も、設立以来、試行錯誤しながら地

域ネットワークをいかに築くかに注力して

きました。そうして動く中、キーワードと

して浮かんできた考え方が、信頼を紐帯と

したつながり＝「ソーシャルキャピタル＝

人と組織の間にある見えない資産」でした。 

 ソーシャルキャピタルは、なじみのある

言い回しだと「情けは人のためならず」と

いう考えと近いものだと感じます。直接の

見返りを求めるのではなく、誰かのために

行動すると回りまわって他の誰かが、自分 

  （写真：前列中央が筆者） 
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を助けてくれるという、直接的な報酬を求

めずに行う活動ということです。このソー

シャルキャピタルの醸成のために、ここ数

年、毎年、対話のイベントを開催しました。 

今年は、11 月 24 日（日）には、小平市

健康センターで「こだいら未来会議」を開

催します。未来に続くアクションのきっか

けの場を目指しています。 

  

コミュニティ・カフェを開催して 
家族・地域支援学科 2年 伊藤 綾（いとう・りょう） 

11 月 6 日（水）学内でコミュニティ・カ

フェを開催し、様々な課題が生まれました。

今回はボランティアのゲストを呼ばずに、

学生中心でコミュニティ・カフェの原点に

戻って実行しました。ゲストを呼ばないと

いうことは私達学生の力量が顕著にあらわ

れます。一つ一つの作業を丁寧に行おうと

しましたが、時間的に切羽詰まってしまい

配慮に欠けた点が出てきました。  

 

しかし、それを除けば今回のコミュニテ

ィ・カフェは私は成功したと思っています。

なぜなら、学生の力だけで最初から最後ま

で行うことができたからです。これまでの

カフェは、ボランティアの方の協力でやっ

と成り立っていたので、新たな一歩が踏み

出せたかと思います。 

 今回行った企画は、ハロウィーン・クイ

ズ、草野先生からのサプライズ・クイズ(な

ぞなぞ)、歌です。ハロウィーンの時期が近

かったので「ハロウィーンをテーマとした

クイズをしよう」となったのです。でもこ

の行事について高齢者の方はあまりご存知

ない様子で、難しい問題ばかりだったみた

いです。世代間交流を行うにあたってこの

クイズ形式の企画は、子どもからお年寄り

まで共通に理解のある内容で行わなければ

いけない、と反省しました。 

企画の中で一番驚いた発見は、草野先生

のサプライズ・クイズです。「もしかしたら

学生しか分からないかも」と思っていまし

た。 

しかしなんと、どの問題も 10 秒以内に

高齢者の方が正解していました。学生より

も高齢者の方が頭が柔らかいようだ、とい

うのは新たな発見でした。 

 今回のイベントを終えて、外部のカフェ

を体験しに行くことが必要だと思いました。

今まで学生だけで開催したことがなくスム

ーズに進行していたので、そのことに気づ

くことが出来ませんでした。今後様々な体

験をしてこのコミュニティ・カフェの質を

高めていきたい、と思いました。 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=1200ha2nh/EXP=1385374753;_ylt=A3JvdVeh0pFS_nsAQ.YdOfx7/*-http:/pipi.pya.jp/wp-content/uploads/02.png
http://www.bing.com/images/search?q=%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88+%e7%84%a1%e6%96%99+%e3%82%b3%e3%83%bc%e3%83%92%e3%83%bc%e3%82%ab%e3%83%83%e3%83%97&qpvt=%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88+%e7%84%a1%e6%96%99+%e3%82%b3%e3%83%bc%e3%83%92%e3%83%bc%e3%82%ab%e3%83%83%e3%83%97&FORM=IGRE#view=detail&id=CD6649F858B50C9B5953DA8F08E436262A9D04A0&selectedIndex=9
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  楽しく学べる「中学生無料勉強会」（通称：「分ったかい（会）？」） 

              ちょっとのぞいてみませんか？ 

2013年12月                  小平西地区地域ネットワーク 

                           白梅学園大学 草野 篤子 

開講日時：毎週 木曜日 午後６～8時  

（12月12日（木）開始です！）     

会場：市立小川公民館  

〒187－0032 小平市小川町1－1012   

電話＆Fax：042－343－3620 

西武国分寺線「鷹の台駅」から徒歩6分   

対象：市立中学の生徒 

定員：10人（定員に達し次第締め切ります） 

講師：現・元中高大学の教員・大学生他 

     なお、学習に障がいや困難のある生徒のために相談できる専門の先生もいます。 

費用：無料 

科目：国語・英語・数学を基本 

主催：小平西地区地域ネットワーク 

後援：小平・教育と子どもを守る会 

申込み先：石川貞子（いしかわ・さだこ） 電話・FAX：０４２－３４４－２３０９  

 

ネットワーク担当者一覧                 

（各地区のイベント、相談事は世話人にご連絡ください） 

 

お願い：この広報紙『小平西のきずな』

の編集方針は、「顔の見えるネットワーク

づくり」を目指して参加団体（者）の活

動などを紹介し、文字通り「市民のきず

な」を築いていこうとするものです。ニ

ュースの全部または一部を改編すること

はお断りします。もし使用したい場合は

編集担当（奈良まで）お申し出下さい。 

投稿募集：このニューズレターは皆さん

と一緒に作るものです。活動やイベント

の企画などについての原稿をお寄せくだ

さい。 奈良：メールアドレス 

 ever.onward.nara@xd5.so-net.ne.jp  

 編集後記：月日が経つのも早く、今年    

ももう師走。ようやく第 8 号を発行できました。『小平西のきずな』を皆様の協

力を得てさらに充実させていきたいと考えます。来年もよろしく。（N） 

                                    

ブ ロ

ック 

  世話人   教職員 

 １ 西 克彦・布 昭子 山路・瀧口（優）・

井上・福丸 

 ２ 芳井正彦・足立隆子 関谷・土川 

 

 ３ 

石川貞子・久保田進 

穂積健児・大内智恵子 

草野・西方・牧野・

瀧口（眞） 

 

 ４ 

渡辺穂積・萩谷洋子 

福井正徳・桜田 誠 

細江卓朗 

 

森山・杉本 

 

全 体

的 

 奈良・長谷川・ 

成田・吉村 

mailto:ever.onward.nara@xd5.so-net.ne.jp
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